
オリジナルレシピ 

「いもっちだんご」 

                         

女
性
パ
ワ
ー
で
新
し
い
風
を
！ 

さ
つ
ま
い
も
「
大
栄
愛
娘

ま
な
む
す
め

」 

 

成
田
市
大
栄
地
区
を
中
心
に
、
平

成
十
三
年
に
結
成
さ
れ
た
JA
か
と

り
香
取
西
部
園
芸
部
甘
し
ょ
育
成
研

究
会
（
会
員
数
75
名
）
で
は
堆
肥
に

よ
る
土
づ
く
り
な
ど
、
協
定
に
基
づ

い
た
栽
培
を
実
践
し
、
高
系
14
号
に

よ
る
「
大
栄
愛
娘
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
十
七
年
産

は
約
28
万
箱
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
八
年

二
月
に
は
、「
大

栄
愛
娘
」
を
原

料
に
醸
造
さ
れ

た
焼
酎
「
み
ず

ひ
き
愛
娘
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。 

 ◆ 

「
愛
ち
ゃ
ん
応
援
団
」
と
は
・
・
・ 

同
研
究
会
で
は
、
消
費
者
ア
ン
ケ

ー
ト
や
量
販
店
視
察
に
よ
っ
て
、「
大

栄
愛
娘
」
の
知
名
度
が
低
い
こ
と
、

定
番
商
品
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を

認
識
し
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
消
費
者
へ
の
情
報
伝
達

を
ね
ら
い
に
、
平
成
十
六
年
産
の
販

売
時
か
ら
女
性
を
中
心
と
し
た
生
産

者
に
よ
る
販
促
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
初
め
て
消
費
者
と
直
に
接
し
、

食
べ
方
の
提
案
な
ど
販
促
活
動
の
必

要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

十
七
年
産
の
販
促
に
向
け
て
は
、「
愛

ち
ゃ
ん
応
援
団
」
と
し
て
正
式
に
組

織
を
立
ち
上
げ
、
さ
つ
ま
い
も
の
豆

知
識
、オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
の
開
発
、

接
客
方
法
等
の
研
修
会
で
準
備
を
進

め
、
県
内
外
の
量
販
店
で
、
延
べ
22

回
の
販
促
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 ◆ 

産
地
と
「
大
栄
愛
娘
」
を
育
む 

生
産
活
動
に
加
え
、
販
促
に
参
加

し
た
女
性
達
の
努
力
は
、
継
続
的
に

扱
わ
れ
る
店
舗
の
獲
得
へ
と
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
店
舗
で
収
集

し
た
情
報
や
女
性
な
ら
で
は
の
ア
イ

デ
ア
は
研
究
会
で
活
か
さ
れ
、
産
地

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
女
性
達
も
、
新
た
な
気
持
ち
で

生
産
活
動
に
参
画
し
て
い
る
様
で
す
。 

成
田
市
へ
の
合
併
を
契
機
に
、
今

後
は
地
元
の
成
田
市
近
郊
で
の
知
名

度
ア
ッ
プ
も
目
指
し
て
行
き
ま
す
。 

（
引
地
睦
子
） 
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親いも

子いも 孫いも

「ちば丸」のイモの形状 

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
を
媒
介
す
る

「
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
」
が
増
え
て

い
ま
す 

  

昨
年
か
ら
、
千
葉
県
内
各
地
で
タ

バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
（
シ
ル
バ
ー
リ
ー

フ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
の
一
種
）
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
、
多
発
生

す
る
と
ト
マ
ト
果
実
の
着
色
不
良
を

起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
シ
ツ
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
に
比
べ
て
一
部
の
殺
虫
剤

が
効
き
に
く
い
う
え
に
、
「
ト
マ
ト

黄
化
葉
巻
病
」
を
媒
介
す
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。 

黄
化
葉
巻
病
に
感
染
し
た
ト
マ
ト

は
、
正
常
に
育
た
ず
、
着
果
や
果
実

肥
大
が
悪
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
発

病
後
の
治
療
手
段
が
な
い
こ
と
、
感

染
拡
大
が
早
い
こ
と
か
ら
、
ト
マ
ト

生
産
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
す
。

黄
化
葉
巻
病
防
除
の
た
め
に
も
、
圃

場
の
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
種
類
を
確
認
し
、

防
除
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

◆
ル
ー
ペ
や
虫
眼
鏡
を
利
用
し
て
確

認
し
ま
し
ょ
う
。 

                       

◆
育
苗
期
と
生
育
初
期
が
防
除
の
ポ

イ
ン
ト
で
す
。 

①
黄
色
粘
着
板
で
発
生
状
況
を
把
握

し
、
初
期
防
除
に
努
め
ま
す
。 

②
雑
草
や
野
良
ト
マ
ト
が
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
の
生
息
場
所
な
の
で
、
ハ
ウ
ス

内
と
周
辺
の
除
草
を
徹
底
し
ま
す
。 

③
前
作
物
や
ト
マ
ト
の
栽
培
終
了
後

に
、
根
を
抜
き
、
施
設
を
密
閉
し

て
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
を
蒸
し
殺
し
ま
す
。 

④
厳
重
な
防
除
が
必
要
な
育
苗
ハ
ウ

ス
は
、
0.4
㎜
ネ
ッ
ト
を
張
り
ま
す
。 

⑤
栽
培
ハ
ウ
ス
に
１
㎜
以
下
の
ネ
ッ

ト
を
張
り
ま
す
。
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
の
侵
入
阻
止
に
は
0.4
㎜
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
遮
光
材
等
の
高

温
対
策
が
今
後
の
検
討
課
題
で
す
。 

⑥
定
植
時
に
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
を
植

え
穴
処
理
し
ま
す
。
タ
バ
コ
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
に
比
較
的
効
果
が
高
い
薬

剤
は
ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
和
剤
、

ベ
ス
ト
ガ
ー
ド
水
溶
剤
、
サ
ン
マ

イ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
等
。
薬
剤
使
用

の
際
は
ラ
ベ
ル
の
使
用
基
準
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。（
中
臺
敬
子
） 

さ
と
い
も
新
品
種
「
ち
ば
丸
」
登
場 

 

千
葉
県
で
は
、
さ
と
い
も
の
新
品

種
「
ち
ば
丸
」
を
育
成
し
ま
し
た
。 

「
ち
ば
丸
」
は
中
晩
生
品
種
で
、

慣
行
品
種
「
土
垂
」
に
比
べ
、
形
状

が
丸
く
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
選
別

や
箱
詰
め
作
業
の
機
械
化
に
適
す
る

た
め
、省
力
化
が
図
れ
ま
す
。ま
た
、

他
の
丸
系
の
品
種
に
比
べ
て
芽
つ
ぶ

れ
症
、ひ
び
割
れ
の
発
生
が
少
な
く
、

粘
り
は
や
や
少
な
く
、
肉
質
が
軟
ら

か
い
の
で
、
煮
物
・
加
工
品
に
適
し

ま
す
。 

現
在
県
で
は
、
平
成
二
十
年
か
ら

の
一
般
栽
培
に
向
け
て
種
芋
増
殖
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。種
芋
は
、

県
内
の
種
苗
店
等
で
販
売
さ
れ
る
予

定
で
す
。 

 
 
 
(

安
藤
利
夫)    

 
 

  

成虫（上：オンシツ 下：タバコ） 

タバココナジラミの方が、小さく細長い。

翅の間から黄色い腹部が見える 

（写真：千葉県農業総合研究センター） 

蛹 （原図：後藤純） 

タバココナジラミは黄色く紡錘形をしている。 

オンシツコナジラミは白く楕円形で、とげのような分泌物

が目立つ 



   
 

 改
良
普
及
課
で
は
、
新
規
就
農
青

年
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
同
世
代
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
、
農
業
の

基
礎
的
、
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を

段
階
的
に
身
に
付
け
、
資
質
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
「
農
業
経
営
体

育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。 基

本
、
専
門
、
総
合
の
3
年
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
月
一
回
程
度
の
研

修
を
行
い
ま
す
。
1
年
目
の
基
本
コ

ー
ス
で
は
、
農
業
経
営
に
必
要
な
基

礎
的
知
識
の
習
得
を
行
い
ま
す
。

2
・
3
年
目
の
専
門
・
総
合
コ
ー

ス
は
、
セ
ミ
ナ
ー
生
が
目
指
す
経
営

類
型
や
品
目
に
つ
い
て
、
よ
り
専
門

的
な
知
識
・
技
術
の
習
得
と
、
各
自

が
設
定
し
た
テ
ー
マ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
習
等
の
実
践
的
な
研
修
を
行
い

ま
す
。 

今
年
の
受
講
者
は
、
専
門
研
修
が

27
名
、
総
合
研
修
が
17
名
に
、
新

た
な
仲
間
と
し
て
基
本
研
修
生
30

名
を
加
え
、
総
勢
74
名
で
す 

今
年
の
開
講
式
は
、
五
月
二
十
三

日
（
火
）、
印
旛
合
同
庁
舎
を
会
場
に

開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
印
旛

郡
市
指
導
農
業
士
会
の
笹
原
会
長
を

は
じ
め
、
市
町
村
等
か
ら
も
多
数
の

出
席
を
得
て
、
激
励
の
エ
ー
ル
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
も
新
規
就
農
者
の
更
な
る
飛

躍
の
た
め
に
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
支
援
し
ま
す
。 

（
伊
藤
静
雄
） 

  

         

 

真
心
を
込
め
て
お
届
け
す
る

「
味
」
と
「
ア
イ
デ
ア
」 

印
旛
地
域
は
直
売
所
も
数
多
く
あ

り
、新
鮮
な
野
菜
と
並
ん
で
お
弁
当
、

漬
物
、
も
ち
類
、
菓
子
な
ど
の
加
工

品
は
人
気
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
印
西
市
草
深
で
御
両
親
・

旦
那
さ
ん
と
共
に
野
菜
の
苗
生
産
に

取
り
組
む
小
山
美
千
代
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。 

     

小
山
さ
ん
は
、
就
農
す
る
前
に
浅

草
に
住
ん
で
い
た
縁
か
ら
週
に
一
回

行
商
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
す
べ
て
宅
配
に
切
り
替
え
、
週
に

一
回
「
畑
か
ら
の
直
送
便
」
と
し
て

都
内
の
お
客
様
に
新
鮮
な
野
菜
を
届

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
販
売
も
始
め
、
着
実
に

販
売
が
伸
び
て
い
る
そ
う
で
す
。 

平
成
十
五
年
に
食
品
加
工
の
営
業

許
可
を
取
得
し
、
野
菜
と
一
緒
に
季

節
の
香
り
が
す
る
煮
物
や
ジ
ャ
ム
な

ど
の
加
工
品
も
届
け
て
い
ま
す
。 

“
に
ん
じ
ん
だ
け
と
ろ
っ
と
ジ
ャ

ム
”
な
ど
、
加
工
品
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

や
手
書
き
の
チ
ラ
シ
、
ラ
ベ
ル
な
ど

に
は
美
千
代
さ
ん
の
セ
ン
ス
の
良
さ

が
光
り
、
手
作
り
の
暖
か
さ
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
花
材

を
利
用
し
た
生
け
花
や
ア
レ
ン
ジ
の

講
習
会
も
開
い
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

で
知
り
合
っ
た
お
母
さ
ん
達
に
も
大

人
気
と
の
こ
と
で
す
。 

料
理
が
得
意
な
お
母
さ
ん
と
ア
イ

デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
美
千
代
さ
ん
の
コ

ン
ビ
で
、
直
売
所
で
の
販
売
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
は
都
会
の
人
が
癒
さ
れ

る
よ
う
、
子
供
達 

に
は
食
べ
る
こ
と 

の
大
切
さ
を
伝
え 

て
い
き
た
い
な
ど 

夢
が
膨
ら
ん
で
い 

ま
す
。 

(

郡
司
喜
代
子) 

農
業
の
新
た
な
仲
間
！ 

～
印
旛
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ

ナ
ー
を
開
講
し
ま
し
た
～ 

今年のセミナー生の顔ぶれ 



白
井
市
で
自
然
薯
の
作
付
け
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
！ 

 

白
井
市
で
は
栽
培
器
を
利
用
し
、

ほ
場
で
栽
培
を
行
う
自
然
薯
の
産
地

化
を
進
め
て
い
ま
す
。 

◆ 

自
然
薯
と
は 

自
然
薯
は
そ
の
名
が
示
す
と
お
り

山
野
に
広
く
自
生
し
、
滋
養
・
強
壮

の
健
康
食
品
と
し
て
古
く
か
ら
珍
重

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
白
井
市
の
自
然

薯
は
、
北
茨
城
自
然
薯
研
究
会
が
開

発
し
た
ウ
ィ
ル
ス
フ
リ
ー
の
種
芋
を

使
用
し
、
水
稲
の
畦
シ
ー
ト
を
利
用

し
て
畑
で
栽
培
で
き
る
よ
う
に
し
た

も
の
で
す
。
最
近
で
は
健
康
食
品
ブ

ー
ム
や
直
売
ブ
ー
ム
に
の
っ
て
栽
培

が
広
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
豊
富

な
栄
養
素
に
加
え
、
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
な

ど
の
各
種
酵
素
も
多
く
含
ん
で
お
り
、

高
い
栄
養
吸
収
効
率
が
期
待
で
き
ま

す
。 

◆ 

自
然
薯
研
究
会
の
設
立 

 

白
井
市
で
は
本
格
的
に
栽
培
に
取

り
組
む
た
め
に
、
自
然
薯
研
究
会
を

設
立
し
ま
し
た
。
土
壌
診
断
に
基
づ

く
施
肥
設
計
や
、
講
習
会
を
通
じ
て

の
技
術
統
一
等
栽
培
に
関
す
る
こ
と

は
勿
論
、
販
売
促
進
活
動
も
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

◆ 

今
後
は
… 

今
作
の
芋
は
近
隣
ス
ー
パ
ー
、
さ

ら
に
来
作
は
平
成
十
九
年
に
オ
ー
プ

ン
予
定
の
Ｊ
Ａ
西
印
旛
直
売
所
（
白

井
店
）
で
も
販
売
の
予
定
で
す
。 

自
然
薯
が
白
井
の
独
自
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
定
着
す
る
よ
う
、
改
良
普
及

課
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。 

 
 
 

（
柴
崎
直
美
） 

          

 

ス
マ
イ
ル
や
ち
ま
た 

オ
ー
プ
ン 

 

「
遊
ん
で
、
食
べ
て
、
旬
を
あ
な

た
に
！
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

「
ス
マ
イ
ル
八
街
の
森
」
が
八
街
市

八
街
ろ
地
先
に
、
五
月
二
十
七
日

（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

里
山
で
の
農
林
業
体
験
等
を
通
し

て
、
人
々
が
笑
顔
（
ス
マ
イ
ル
）
で

過
ご
せ
る
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
が

設
立
の
目
的
で
、
企
画
は
生
活
協
同

組
合
「
ち
ば
コ
ー
プ
」
、
中
核
施
設

で
あ
る
農
産
物
直
売
所
の
運
営
は
地

元
の
農
業
者
で
作
る
「
（
有
）
ス
マ

イ
ル
や
ち
ま
た
」
が
当
た
り
ま
す
。 

直
売
は
、
農
産
物
の
多
様
な
販
売

チ
ャ
ネ
ル
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て

き
ま
し
た
が
、
体
験
・
交
流
も
加
え

た
新
し
い
タ

イ
プ
の
直
売

所
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い

ま
す
。 

(

佐
瀬
善
浩
） 

 

「
園
芸
王
国
ち
ば
」
強
化
支
援
事
業

の
紹
介 

「
園
芸
王
国
ち
ば
」
を
不
動
の
も

の
に
す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
実
施

す
る
県
単
独
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。 

①
「
推
進
事
業
」 

「
産
地
戦
略
」
の
策
定
等
を
行
い

ま
す
。 

②
「
ハ
ウ
ス
栽
培
緊
急
促
進
事
業
」 

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
導
入
を

対
象
と
し
、
事
業
主
体
が
認
定
農
業

者
か
認
定
就
農
者
と
な
る
の
が
特
徴

で
、補
助
率
は
４
分
の
１
以
内
で
す
。 

③
「
が
ん
ば
る
産
地
支
援
事
業
」 

ハ
ウ
ス
や
施
設
・
機
械
等
を
対
象

と
し
、
事
業
主
体
が
３
戸
以
上
の
営

農
組
織
等
で
、
補
助
率
は
３
分
の
１

以
内
で
す
。 

 

②
、
③
の
事
業
と
も
「
産
地
戦
略
」

の
中
に
事
業
主
体
を
位
置
付
け
る
こ

と
等
の
要
件
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く

は
市
町
村
や
当
セ
ン
タ
ー
担
当
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
地
域
振
興
課 

井
久
保
徹
） 

自然薯のお吸い物。食べ方の提案等、
販売促進活動も展開していきます。
自然薯のお吸い物。食べ方の提案等、
販売促進活動も展開していきます。


